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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 2 4 2 4 4 6 0 0 3 3 0 1 2 0
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8 * 2 12 0 2 2 2 2 0 3 3 0 1 3 0
11 * 0 3 5 6 1 2 3 1 2 3 2 2 1 0
14 * 1 2 6 9 0 0 2 2 5 7 1 1 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
23 * 0 2 2 6 5 7 1 2 6 8 0 1 2 0
37 * 0 0 4 6 3 3 3 3 4 7 2 0 1 0
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13 * 7 15 2 6 0 0 3 1 4 5 0 0 2 0
23 0 0 1 2 5 0 0 1 2 1 3 0 1 0 1
25 * 0 0 2 12 2 6 2 3 3 6 2 2 0 0
34 0 0 2 0 2 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
35 * 0 0 3 9 1 2 2 4 4 8 3 0 3 1
41 * 0 0 6 9 1 2 2 3 9 12 1 2 4 0
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2015年度関西学生バスケットボールリーグ戦

流通科学大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点1 勝ち点0

試合ＮＯ 106

68 64

敗チーム

立命館大学

男子

戦評
【総括】
今大会2日目は、シュート力が持ち味の流通科学大学と、粘り強いディフェンスからの速攻が持ち味の立命館大学の
カードとなった。一時は立命館が10点のリードを奪うも、第4ピリオドに激しいディフェンスをみせた流科大に逆転し勝利
を飾った。終始見応えのあるタフなゲームとなった。
【第1ピリオド】
試合開始、互いにマンツーマンでスタートする。序盤、両チーム堅さがみられシュートが思うように入らない。流科大は
#23龍の積極的な1on1から徐々に流れを掴み始める。立命館は流科大の激しいディフェンスに得点が入らない。立命
館は#41櫻庭のリバウンドやポストプレイを起点として応戦する。第1ピリオド終了間際に立命館#13西岡の3Pシュートが
決まり、15－12立命館3点リードで終える。
【第2ピリオド】
互いに激しいディフェンスをみせる。流科大は#23龍の果敢な1on1、対する立命館は#13西岡の連続3Pシュートで対抗
する。流科大は#11多々良のスピードを活かし、たてつづけに速攻をだしていく。両チーム一進一退の攻防が続く。この
均衡を破ったのは流科大だった。#8松浦のスティールから#11多々良の速攻で4点のリードを奪う。ここでたまらず立命
館は前半1回目のタイムアウトを取る。立命大はオールコートからゾーンプレスを仕掛けて流れを掴もうとする。しかしな
かなかシュートが入らない。対する流科大は#2安藤の連続3Pシュートで加点する。32-25流科大7点リードで前半を終え
る。
【第3ピリオド】
立命館#35福永のシュートや#13西岡の3Pシュートで点差を1点に縮める。第3ピリオド残り6分立命館#13西岡のこの日4
本目となる3Pシュートで逆転に成功する。流科大は後半1回目のタイムアウトを取る。タイムアウト後も立命館の流れは
続く。連続8点を取り、46-36立命館10点リードとなった。ここで流科大後半2回目のタイムアウト。流科大#8松浦、#14杜
の3Pシュートが決まる。対する立命館は#13西岡の3Pシュートで応戦する。53-46立命館7点リードで第4ピリオドをむか
える。
【第4ピリオド】
互いに得点を加えていく。流科大#8松浦の3Pシュートで点差を5点に縮める。流科大はオールコートからプレッシャーを
かけていくが5点が縮まりそうで縮まらない。#23龍のフリースローで点差を2点に縮める。流科大#2安藤の速攻が決まり
残り2分で同点に追いつく。たまらず立命館後半2回目のタイムアウト。流科大#11多々良のドライブが決まり3点のリード
を奪う。立命館はタイムアウトを使い切る。立命館#13西岡の同点3Pシュートが決まる。残り30秒、流科大#11多々良の
鋭いドライブから得点を加え、68-64で流科大が勝利を収めた。
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村上 直也 0 9

多々良 鮎 11 35

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

安藤 渉 14 24

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

0 1

松浦 慎哉 8 27

0 -

0 -
-

松本 真弥 11 34

杜 家騰 15 37
竹本 悠亮

-

0 - -

辻 直弥 0 10
龍 季弥 9 23

-
0 - -

合　　　計 68

0 -

200
RATE 20.8% 54.3% 75.0%

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 天田　英彦
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平岡 勇人 0 9
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阿部 直道 0

原田 祥伍 4
西岡 信次 25
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